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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 1 2 4 4 4 1 1 2 3 4 3 0 1
7 * 4 6 5 10 0 0 5 1 2 3 3 3 0 0
20 * 0 0 2 7 1 1 1 0 2 2 0 3 0 0
23 * 0 0 2 10 2 5 1 0 2 2 1 0 0 2
34 * 0 0 13 16 4 7 2 2 11 13 2 1 1 1
9 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
14 0 0 0 2 2 0 0 1 0 1 1 1 1 0 1
21 0 1 3 1 2 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
22 0 0 2 0 0 3 4 0 0 2 2 0 2 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 1 1 11 19 5 6 4 2 3 5 1 0 0 1
35 * 1 4 1 6 2 2 1 1 2 3 3 2 1 0
37 * 2 5 2 4 0 0 3 0 3 3 2 3 0 0
55 * 1 6 3 12 0 0 4 1 3 4 0 0 2 0
99 * 0 0 0 6 0 0 3 2 1 3 0 0 0 1
0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
7 0 0 1 4 9 2 2 5 1 2 3 0 3 0 0
8 0 0 0 3 6 0 0 2 2 3 5 1 1 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 2 3 5 1
5 17 24 63 9 10 23 12 20 32 9 9 3 2

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

-

辻 陸矢
野末 修平 10

0 -
0

-

坂井 レオ 0 5

-
0 -
0 -

-

6

38.1%

0 -

合　　　計
Team / Coach:

-
村上　和之 -

90.0%
72 200

RATE 29.4%

Ｆ REBOUND

41.7% 51.9%RATE

PTS ３Ｐ

京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名

小林 礼秧
大西 孝信

井林 宥輔

-
- -

0

66.7%
200

AS ST BS

26

TO

福島 樹

26柳内 龍馬 7

18

0 2
0 15

31
40

30

森岡 裕大

MIN２Ｐ

9
10

堤 大喜 3

0 -

0 -
綾部　有

合　　　計

-

85

-
0 - -

37

ＦＴ
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井上 大志 8 26

横澤 拓海 5 22
渡邊 翔太 22 37
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戦評
総括、大会4日目、1勝1敗、勝ち点1の関西学院大学と、2勝1敗、勝ち点2の京都産業大学との試合。前半、どちら
が優勢とも言えない点の取り合いになり、両チーム共の特徴を生かしたゲーム展開になり、36-32と互角のまま前半を
終える。後半になると、関学が#34中心にリバウンドや得点を重ね、徐々に点差を広げていった。京産は逆転を狙おう
とゾーンやオールコートマンツーマンを張るが、最後まで関学がゲームを支配し85-72で勝利し、両チームとも勝ち点
2となった。
第1ピリオド、京産ボールでゲームが始まり、両チームともジャンプシュートを決め順調な立ち上がりと思えたが、両
チームともなかなか得点できない。その中で関学＃34の3連続得点で試合を進める。京産も持ち味の粘り強いディ
フェンスからの速攻でやり返し、終盤は目まぐるしい点の取り合となり19-16で関学が3点リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、開始早々、テンポ良く得点を重ね、両チームとも一歩も譲らない展開となった。関学は＃1のゲームメイ
クと、＃7のシュートなど落ち着いた試合運びを見せる。京産はリバウンドからの速攻など速いテンポで得点し、36-32
で関学リードだが、どちらが勝ってもおかしくない試合となり前半終了。
第3ピリオド、開始から関学＃34のミドルシュートの連続得点からスタート。すぐさま京産＃34,＃7のスリーポイントで
取り返すなど、逆転を狙うが関学はそれを許さず、全員がバランス良く得点をし、段々と点差を離していった。残り13
秒、関学は2-3ゾーンを張るなど最後まで気を抜くことなく60-46で関学が勝負を予感させ第3ピリオド終了。
第4ピリオド、中盤に関学＃7が3Ｐなど立て続けに得点し、盛り上がりを魅せる。この流れを断ち切りたい京産は、2-
3ゾーンや、オールコートマンツーマンなどで逆転を狙うが、なかなか点差を縮めることが出来ない。最後はファウル
ゲームに持ち込んだものの85-72で関学が勝利した。
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